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　本研究の目的は , フリッツ・エモンツ著『ヨーロピアン・ピアノ・メソード』をピアノ指導の教材として用いることにより ,
教員養成大学の学生の内面に , 豊かなイメージ力を醸成し , こどもの表現を引き出すためのピアノ指導法を築くことであ
る。特に , 音楽的要素に関連させて , こどもが音楽を内面で感受し自然に身体化表現できるように , 教師がピアノの即興
表現でその反応を引き出すための基礎となるピアノ指導法について追究する。
　研究の結果 , 造形表現の知覚を基点としたカノンの歌唱 , 身体表現 , 器楽への発展的指導法 , こどものイメージをふくら
ませる音楽的要素としての旋律 , リズム , 音色に関する基礎的即興演奏 , 曲想をつける指導法が , 空間のイメージ化を伴う
身体表現と連動した形で具体的に明確になった。これらの音楽的要素についての学びを , 教育現場で扱うリズム遊び , 楽
器遊び , 即興表現の中で生かせる展開例を掲載した。
キーワード：身体表現 , ヨーロピアン・ピアノ・メソード , イメージ ,  即興演奏
Ⅰ．はじめに




アノ・メソード』の出版以前には , 日本で 1960 年代に
出版（絶版）された『エモンツ ピアノ教本２ 入門編 下』
























































































能となる。この Refl exion( 反映 ) という概念は , 単なる

































































































































































エモンツのピアノ教本 音楽の要素 音楽の身体化 他の表現要素
“ドイツの踊り ”（注４）















































































１． Fritz Emonts, Europäische Klavierschule, Band1,2,3 
Schott Music GmbH & Co.KG, 　Mainz, 1992-1994
２． 『エモンツ ピアノ教本 2 入門編 下』
( Erstes Klavierspiel ein Lehrgang) 全音楽譜出版
社 , 1962、『エモンツ ピアノ教本３．多声音楽の
演奏課程 上 二声の演奏』（Polyphones Klavierspiel 
Spiel Heft1 mit 2 selbständigen Stimmen）全音楽
譜出版社 , 1965、（2冊とも絶版）
３．S.K. ランガー『感情と形式』第 3版 太陽社 ,1999
　　年 .pp.39
４．田畑八郎『音楽表現の教育学』第 3版― 音で思
考する音楽科教育― ケイ・エム・ピー   2007
年 .pp.43-45
５．Istvan Szelenyi(1904-1972) 作曲 Faraway　regions
６． Frabz Schubert(1797-1828) 作曲　Deutscher Tanz
７． Alexander Gretchaninoff （1864‐1956）作曲Njanja is ill
Ⅸ．図
１．Johann J. Beichel, Äthetische Mobilmachung, 
Zur Praxis und theorie der Musik und
Tanztheaterimprovisation in der schule,Schneider 
Verlag  Hohengehren GmbH,2007,ss.34-35,
Ⅹ．譜例
① Fritz Emonts, Europäische Klavierschule, Band1,2,3 





⑤ 前掲書 vol.2. pp.66
⑥ 前掲書 vol.2. pp.73
⑦ 前掲書 vol.2. pp.70-71
⑧ 前掲書 vol.2. pp.72
　楽譜の引用については，本論文限定として，ショット・
ミュージック株式会社の許諾を得ている。
（譜例⑧）
